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	（西暦）　　2022 年 4月6日
	【加工したステントグラフトを用いた大動脈疾患における
	多施設後ろ向き観察研究】
	のため当院に入院・通院されていた患者さんの
	診療情報を用いた臨床研究に対するご協力のお願い
	研究責任者 所属　心臓血管外科　　職名　診療科長
	氏名　橋詰　賢一
	連絡先電話番号　028-626-5500
	実務責任者 同上
	このたび当院では、上記のご病気で入院・通院予定もしくは入院・通院されていた患者さんの診療情報を用いた下記の研究を実施いたしますので、ご協力をお願いいたします。この研究を実施することによる患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプライバシー保護については最善を尽くします。本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨、橋詰 賢一までご連絡をお願いします。
	1　対象となる方
	2012年1月1日～2022年3月31日の間に、大動脈疾患に対し加工したステントグラフトを使用した20歳以上の患者さん
	2　研究課題名
	3　研究実施機関
	【共同研究代表者】
	静岡市立静岡病院　心臓血管外科　科長　三岡　博(計画立案など)
	札幌医科大学附属病院　心臓血管外科　助教　柴田　豪(データ集積・管理・分析など)
	【参加施設】(予定)
	静岡市立静岡病院　心臓血管外科　三岡　博(研究立案、データ分析・集積など)
	札幌医科大学附属病院　心臓血管外科　柴田　豪(データ管理・分析・集積など)
	大分大学　放射線科　本郷　哲央(データ分析・集積など)
	道立北見病院　心臓血管外科　橋口　仁喜(データ分析・集積など)
	伊勢崎市民病院　心臓血管外科　安原　清光(データ分析・集積など)
	砂川市立病院　心臓血管外科　宇塚　武司(データ分析・集積など)
	東京医科大学茨城医療センター　放射線科　片田　芳明(データ分析・集積など)
	済生会宇都宮病院　心臓血管外科　橋詰　賢一(データ分析・集積など)
	4　本研究の意義、目的、方法
	5　協力をお願いする内容(使用する情報)
	6　研究期間
	病院長承認日～2027年3月31日。
	7　予定症例数
	2022年3月31日までで当院では、50人を予定しています。研究全体では、400人を予定しています。
	8　プライバシーの保護について
	1) 本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、氏名と患者番号のみです。その他の個人情報（住所、電話番号など）は一切取り扱いません。
	2) 本研究で取り扱う患者さんの診療情報は、個人情報をすべて削除し、第３者にはどなたのものかわからないデータ（匿名化データ）として使用します。
	3) 患者さんの個人情報と匿名化データを結びつける情報（連結情報）は、本研究の個人情報管理者が研究終了より５年間、厳重に管理し、研究の実施に必要な場合のみに参照します。その後完全に抹消します。
	4) なお連結情報は当院内のみで管理し、他の共同研究機関等には一切公開いたしません。

